
防災関係業務ご担当者　様 　(一社)神奈川県経営者協会　防災問題研究会

 
危機管理／シミュレーション演習 

　
　
　
　
　 　 　
　 　
　

　　　　　

【講　師】株式会社Team HOSOTSUBO　代表取締役　細坪 信二 氏

一般財団法人 危機管理教育＆演習センター 理事長

【日　時】 2019年11月14日(木) 13:15～16:45

【場　所】 産業貿易センタービル 7階 720会議室

(横浜市中区山下町2番地)

【対　象】 防災･消防･保安責任者及び担当者

【定　員】 30名

【参加費】 防災問題研究会会員 ： 無料 （複数参加可）
防災委員    ： 無料（本人または代理人）

協会会員    ： 4,000 円/人（含む消費税）

非会員       ： 8,000 円/人（含む消費税）

・銀行振込　（横浜銀行本店当座0003333）
・郵便振替　（00210-7-2389）
・当日現金持参（領収書発行）
※締切後のキャンセルは、参加費全額をキャンセル料
　として申し受けます。予めご了承下さい。

【締　切】 2019年11月7日（木）
【申込法】 申込書をＦＡＸ、又はメールにて送付下さい。
【申込先】 (一社）神奈川県経営者協会 　担当：安藤

 〒231-0023 
 横浜市中区山下町２　産業貿易センター7Ｆ
 TEL 045-671-7060　FAX 045-671-7087
 E-mail ： andor@kana-keikyo.jp
👉 ホームページからも申し込めます！　http://www.kana-keikyo.jp/

危機管理／シミュレーション演習 申込書 （FAX 045-671-7087）

           

〒

     参加者 　

上記の通り　　名参加。参加費　　　　　　円は、 イ）銀行振込、ロ）郵便振替、ハ）当日持参　致します。

（申込者が参加の際も記入
願います）

 申込者名 申込者所属 TEL ＦＡＸ

e-mailｱﾄﾞﾚｽ（ご案内をﾒｰﾙでお届けします）

氏　名 所属役職

 大規模地震の備えと対処・復旧・継続シミュレーション演習
 ～ 首都直下地震等を想定した 災害対策本部のシミュレーション演習 ～

2019年11月14日

2019年　　　月　　 　日

いずれかに○印（防災問題研究会員・防災委員・協会会員・非会員）HP

会社事業所名 住　所

富士山噴火の憶測が巷で聞かれますが、東日本大震災の教訓も踏まえ、正し
い情報に基づく可能性への備えは肝要です。火山性微動等のデータに基づく１
か月前の予測が期待されていますが、確かなことは言えないのが実情です。

東日本大震災を遡ること５年、平成１５年度より実施してきた大規模地震に

対する演習を基に、富士山噴火を想定した実践的な演習をを行い、首都圏事業

所対策本部の初動対応、事業再開に向けた対応の訓練を行います。

【想定条件】・平日昼間の噴火・宝永噴火規模・太平洋側の山麓・西風・冬期
・関西圏にも事業所展開

【訓練内容】・３か月以内の操業再開を目指した訓練。

（ 演習風景 ）

政府の地震調査研究推進本部によると、関東南部でマグニチュード7程度の
地震（首都直下地震）が今後３０年以内に起こる確率は70％。激しい揺れに
伴う建物被害や看板等の落下、ライフラインや交通機関の途絶、地域によって
は大規模な火災や津波等が起こりうると想定されます。

災害発生のその時、企業の防災担当者としてどう立ち向かうか。災害の影響

を回避、若しくは最小限にするリスク管理、事後に備える危機管理について、

講師からの一方通行のセミナーではなく、演習形式で実践力を身に着けます。

【演習方法】・グループに分かれ、各グループで仮想の会社、事業所を想定。

・地震発生、１時間、3時間後、１日、72日後といった時間経過
に伴う変化に対して、自分を事業所の長・責任者の立場である
と設定した上で、何を如何にすべきかをグループ内で討議し、
発表します。

「カリキュラム」
13:15-14:00 講演
14:00-14:30 オリエンテーション
14:30-16:05 シミュレーション演習
16:05-16:15 休憩
16:15-16:45 振り返り・講評

※みなとみらい線「日本大道り駅」
３番出口より徒歩４分


